
 

幼児専用車ガイドラインへの対応状況幼児専用車ガイドラインへの対応状況幼児専用車ガイドラインへの対応状況幼児専用車ガイドラインへの対応状況

 

１．幼児専用車ガイドラインの概要

○ 幼児の安全な乗車のためのガイドラインを平成

安全対策は以下の通り。

① 新車に対して、自動車メーカーは、平成

への緩衝材の装備」及び「シートバック高さのアップ」の安全対策を講じた車両

開発を行うこと。  

② 使用過程車に対して、自動車メーカーは、平成

の後面への緩衝材の装備」の安全対策を講じた部品開発を行うことが望まし

い。  

 

＜対策の例＞ 

①新車対策  

・シートのフレームを変更しシートバック高さを変更

・衝撃吸収パッドの追加

 

②使用過程車対策  

衝撃吸収パッドを取付け、カバーで固定

 

 

 

 

 

２．幼児専用車ガイドライン対応車両の販売予定

 

 

①ガイドライン対応車（新車）

②使用過程車への後付け

 

＜シートバックの後面に緩衝材を装備＞

平成 26 年度 第２回車両安全対策検討会
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１．幼児専用車ガイドラインの概要  

幼児の安全な乗車のためのガイドラインを平成 25 年 3 月にとりまとめた。主な

安全対策は以下の通り。  

新車に対して、自動車メーカーは、平成 26 年度を目処に「シートバックの後面

への緩衝材の装備」及び「シートバック高さのアップ」の安全対策を講じた車両

使用過程車に対して、自動車メーカーは、平成 26 年度を目処に「シートバック

の後面への緩衝材の装備」の安全対策を講じた部品開発を行うことが望まし

・シートのフレームを変更しシートバック高さを変更 

・衝撃吸収パッドの追加  

衝撃吸収パッドを取付け、カバーで固定  

２．幼児専用車ガイドライン対応車両の販売予定  

販売開始時期 

①ガイドライン対応車（新車）  平成 27 年 1 月初旬以降順次

②使用過程車への後付け  平成26年10月下旬以降順次

安全－資料

＜シートバックの後面に緩衝材を装備＞  ＜シートバックの高さを現状より

第２回車両安全対策検討会 

平成 26 年 11 月７日 

（現状報告）（現状報告）（現状報告）（現状報告）    

月にとりまとめた。主な

年度を目処に「シートバックの後面

への緩衝材の装備」及び「シートバック高さのアップ」の安全対策を講じた車両

年度を目処に「シートバック

の後面への緩衝材の装備」の安全対策を講じた部品開発を行うことが望まし

月初旬以降順次  

月下旬以降順次 

安全－資料５ 

＜シートバックの高さを現状より 100mm 程度アップ＞ 


